
平
成
十
四
年
三
月

　
　
　

気
候
変
動
に
関
す
る
国
際
連
合
枠
組
条
約
の
京
都
議
定
書
の
説
明
書

外　
　

務　
　

省



　
　
　
　
　

目　
　
　
　

次

 
ペ
ー
ジ

一　

概
説
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

一

　

１　

議
定
書
の
成
立
経
緯
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

一

　

２　

議
定
書
締
結
の
意
義
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

一

　

３　

議
定
書
の
締
結
に
よ
り
我
が
国
が
負
う
こ
と
と
な
る
義
務
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

二

　

４　

早
期
国
会
承
認
が
求
め
ら
れ
る
理
由
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

二

二　

議
定
書
の
内
容
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

二

　

１　

定
義
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

二

　

２　

政
策
及
び
措
置
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

三

　

３　

排
出
の
抑
制
及
び
削
減
に
関
す
る
数
量
化
さ
れ
た
約
束
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

三

　

４　

約
束
の
共
同
履
行
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

四

　

５　

国
内
制
度
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

五

　

６　

共
同
実
施
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

五

　

７　

情
報
の
送
付
及
び
検
討
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

五

　

８　

条
約
に
基
づ
く
既
存
の
約
束
の
履
行
を
引
き
続
き
促
進
す
る
こ
と
及
び
条
約
に
基
づ
く
資
金
供
与
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

五

　

９　

低
排
出
型
の
開
発
の
制
度
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

五

　
　
　

組
織
規
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

六

10

　
　
　

排
出
量
取
引
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

六

11

　
　
　

不
遵
守
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

六

12

　
　
　

最
終
条
項
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

七

13



　
　
　

附
属
書
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

七

14
三　

議
定
書
の
実
施
の
た
め
の
国
内
措
置
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

七

（
参　

考
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　

八



一　

概
説

　

１　

議
定
書
の
成
立
経
緯

　
　
�
　

気
候
変
動
に
関
す
る
国
際
連
合
枠
組
条
約
（
以
下
「
条
約
」
と
い
う
。
）
は
、
二
酸
化
炭
素
等
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加
に
よ
る
気
候
変
動
に
対
処
す

る
た
め
の
国
際
的
な
枠
組
み
を
定
め
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
条
約
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
つ
い
て
具
体
的
な
数
値
等
に
よ
る
義
務

を
定
め
て
い
な
い
た
め
、
平
成
七
年
（
千
九
百
九
十
五
年
）
三
月
か
ら
四
月
ま
で
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ
た
条
約
の
第
一
回
締
約
国
会
議
に

お
い
て
、
条
約
の
附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
締
約
国
（
先
進
国
及
び
市
場
経
済
へ
の
移
行
の
過
程
に
あ
る
国
）
の
平
成
十
二
年
（
二
千
年
）
以
降
に
お
け
る
義

務
を
強
化
す
る
た
め
の
検
討
を
行
う
た
め
の
専
門
家
会
合
を
設
置
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
専
門
家
会
合
の
作
業
は
、
附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ

る
締
約
国
に
つ
い
て
は
、
政
策
及
び
措
置
を
定
め
、
特
定
の
時
間
的
枠
組
み
の
中
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
（
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ

て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
の
発
生
源
に
よ
る
人
為
的
な
排
出
及
び
吸
収
源
に
よ
る
除
去
に
関
す
る
数
量
化
さ
れ
た
抑
制
及
び
削
減
の
目
的
を
設
定
す
る
こ

と
並
び
に
附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
締
約
国
以
外
の
締
約
国
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
義
務
を
課
さ
な
い
が
、
条
約
の
履
行
を
引
き
続
き
促
進
す
る
こ
と
を
内
容

と
す
る
法
的
文
書
を
条
約
の
第
三
回
締
約
国
会
議
で
採
択
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
平
成
九
年
（
千
九
百
九
十
七
年
）
中
の
可
能
な
限
り
早
期
に
完
了
す

べ
き
で
あ
る
旨
決
定
さ
れ
た
。

　
　
�
　

こ
れ
を
受
け
て
、
平
成
七
年
（
千
九
百
九
十
五
年
）
八
月
以
来
八
回
に
わ
た
り
専
門
家
会
合
に
よ
る
検
討
が
進
め
ら
れ
、
平
成
九
年
（
千
九
百
九
十
七

年
）
十
二
月
十
一
日
、
京
都
で
開
催
さ
れ
た
条
約
の
第
三
回
締
約
国
会
議
に
お
い
て
、
こ
の
議
定
書
が
採
択
さ
れ
た
。

　
　
�
　

こ
の
議
定
書
の
採
択
後
、
こ
の
議
定
書
の
締
約
国
の
会
合
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
締
約
国
会
議
の
第
一
回
会
合
等
に
お
い
て
採
択
が
予
定
さ
れ
る
こ

の
議
定
書
の
運
用
に
関
す
る
細
目
を
定
め
る
文
書
案
を
作
成
す
る
交
渉
が
行
わ
れ
た
結
果
、
昨
年
十
月
か
ら
十
一
月
ま
で
、
モ
ロ
ッ
コ
の
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で

開
催
さ
れ
た
条
約
の
第
七
回
締
約
国
会
議
（
以
下
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
７
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
当
該
文
書
案
に
つ
い
て
実
質
合
意
に
至
っ
た
。

　

２　

議
定
書
締
結
の
意
義

　
　
　

こ
の
議
定
書
は
、
先
進
国
等
が
平
成
二
十
年
（
二
千
八
年
）
か
ら
平
成
二
十
四
年
（
二
千
十
二
年
）
ま
で
の
五
年
間
に
お
い
て
数
量
化
さ
れ
た
約
束
に

従
っ
て
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
抑
制
し
又
は
削
減
す
る
こ
と
等
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
我
が
国
が
こ
の
議
定
書
を
締
結
し
て
そ
の
早
期
発
効
に
寄
与
す

る
こ
と
は
、
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
の
国
際
的
な
協
力
を
一
層
推
進
す
る
と
の
見
地
か
ら
有
意
義
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

一



　

３　

議
定
書
の
締
結
に
よ
り
我
が
国
が
負
う
こ
と
と
な
る
義
務

　
　
　

こ
の
議
定
書
の
締
結
に
よ
り
我
が
国
が
負
う
こ
と
と
な
る
主
要
な
義
務
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
�
　

一
回
目
の
約
束
期
間
（
平
成
二
十
年
（
二
千
八
年
）
か
ら
平
成
二
十
四
年
（
二
千
十
二
年
）
ま
で
）
に
お
い
て
、
附
属
書
Ａ
に
掲
げ
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
二
酸
化
炭
素
に
換
算
し
た
人
為
的
な
排
出
量
の
合
計
が
、
附
属
書
Ｂ
に
記
載
す
る
排
出
の
抑
制
及
び
削
減
に
関
す
る
数
量
化
さ
れ
た
約
束
（
我
が
国
は

平
成
二
年
（
千
九
百
九
十
年
）
の
排
出
量
の
水
準
よ
り
六
パ
ー
セ
ン
ト
減
）
に
従
っ
て
並
び
に
第
三
条
の
規
定
に
従
っ
て
算
定
さ
れ
る
割
当
量
を
超
え
な

い
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
。

　
　
�
　

平
成
十
七
年
（
二
千
五
年
）
ま
で
に
、
こ
の
議
定
書
に
基
づ
く
約
束
の
達
成
に
つ
い
て
明
ら
か
な
前
進
を
示
す
こ
と
。

　
　
�
　

一
回
目
の
約
束
期
間
の
開
始
の
遅
く
と
も
一
年
前
（
平
成
十
八
年
（
二
千
六
年
）
末
）
ま
で
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
（
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
に
よ
っ

て
規
制
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
発
生
源
に
よ
る
人
為
的
な
排
出
量
及
び
吸
収
源
に
よ
る
除
去
量
に
つ
い
て
推
計
を
行
う
た
め
の
国
内

制
度
を
設
け
る
こ
と
。

　
　
�
　

条
約
に
従
っ
て
提
出
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
（
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
の
発
生
源
に
よ
る
人
為
的
な
排

出
及
び
吸
収
源
に
よ
る
除
去
に
関
す
る
自
国
の
年
次
目
録
並
び
に
自
国
の
情
報
に
、
第
三
条
の
規
定
の
遵
守
を
確
保
し
及
び
こ
の
議
定
書
に
基
づ
く
約
束

の
遵
守
を
示
す
た
め
に
必
要
な
補
足
的
な
情
報
を
含
め
る
こ
と
。

　

４　

早
期
国
会
承
認
が
求
め
ら
れ
る
理
由

　
　
　

こ
の
議
定
書
を
早
期
に
発
効
さ
せ
、
実
施
に
移
す
こ
と
は
、
地
球
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の

国
際
社
会
の
取
組
の
気
運
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
我
が
国
と
し
て
こ
の
議
定
書
を
締
結
し
、
こ
の
議
定
書
の
発
効
に
貢
献
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
の
た
め
の
着
実
な
努
力
を
促
す
こ
と
が
望
ま
し
い
。

二　

議
定
書
の
内
容

　
　

こ
の
議
定
書
は
、
前
文
、
本
文
二
十
八
箇
条
、
末
文
及
び
二
の
附
属
書
か
ら
成
り
、
そ
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

１　

定
義
（
第
一
条
）

　
　
　

「
締
約
国
会
議
」
、
「
条
約
」
、
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
」
、
「
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
」
、
「
出
席
し
か
つ
投
票
す
る
締
約
国
」
、

二



「
締
約
国
」
及
び
「
附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
締
約
国
」
の
定
義
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

　

２　

政
策
及
び
措
置
（
第
二
条
）

　
　
　

附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
締
約
国
は
、
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
く
排
出
の
抑
制
及
び
削
減
に
関
す
る
数
量
化
さ
れ
た
約
束
の
達
成
に
当
た
り
、
持
続
可
能
な
開

発
を
促
進
す
る
た
め
、
一
定
の
政
策
及
び
措
置
を
行
う
（
第
二
条
１
）
。

　

３　

排
出
の
抑
制
及
び
削
減
に
関
す
る
数
量
化
さ
れ
た
約
束
（
第
三
条
）

　
　
�
　

附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
締
約
国
は
、
附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
締
約
国
に
よ
り
排
出
さ
れ
る
附
属
書
Ａ
に
掲
げ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
全
体
の
量
を
平
成
二
十
年

（
二
千
八
年
）
か
ら
平
成
二
十
四
年
（
二
千
十
二
年
）
ま
で
の
約
束
期
間
中
に
平
成
二
年
（
千
九
百
九
十
年
）
の
水
準
よ
り
少
な
く
と
も
五
パ
ー
セ
ン
ト

削
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
個
別
に
又
は
共
同
し
て
、
当
該
温
室
効
果
ガ
ス
の
二
酸
化
炭
素
に
換
算
し
た
人
為
的
な
排
出
量
の
合
計
が
、
附
属
書
Ｂ

に
記
載
す
る
排
出
の
抑
制
及
び
削
減
に
関
す
る
数
量
化
さ
れ
た
約
束
に
従
っ
て
並
び
に
第
三
条
の
規
定
に
従
っ
て
算
定
さ
れ
る
割
当
量
を
超
え
な
い
こ
と

を
確
保
す
る
（
第
三
条
１
）
。

　
　
�
　

附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
締
約
国
は
、
平
成
十
七
年
（
二
千
五
年
）
ま
で
に
、
こ
の
議
定
書
に
基
づ
く
約
束
の
達
成
に
つ
い
て
明
ら
か
な
前
進
を
示
す
（
第

三
条
２
）
。

　
　
�
　

土
地
利
用
の
変
化
及
び
林
業
に
直
接
関
連
す
る
人
の
活
動
（
平
成
二
年
（
千
九
百
九
十
年
）
以
降
の
新
規
植
林
、
再
植
林
及
び
森
林
を
減
少
さ
せ
る
こ

と
に
限
る
。
）
に
起
因
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
発
生
源
に
よ
る
排
出
量
及
び
吸
収
源
に
よ
る
除
去
量
の
純
変
化
（
各
約
束
期
間
に
お
け
る
炭
素
蓄
積
の
検

証
可
能
な
変
化
量
と
し
て
計
測
さ
れ
る
も
の
）
は
、
附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
締
約
国
が
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
く
約
束
を
履
行
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る 

（
第
三
条
３
）
。

　
　
�
　

こ
の
議
定
書
の
締
約
国
の
会
合
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
締
約
国
会
議
は
、
農
用
地
の
土
壌
並
び
に
土
地
利
用
の
変
化
及
び
林
業
の
区
分
に
お
け
る
温

室
効
果
ガ
ス
の
発
生
源
に
よ
る
排
出
量
及
び
吸
収
源
に
よ
る
除
去
量
の
変
化
に
関
連
す
る
追
加
的
な
人
の
活
動
の
い
ず
れ
に
基
づ
き
、
附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ

る
締
約
国
の
割
当
量
を
ど
の
よ
う
に
増
加
さ
せ
又
は
減
ず
る
か
に
つ
い
て
の
方
法
、
規
則
及
び
指
針
を
決
定
す
る
。
締
約
国
は
、
当
該
決
定
の
対
象
と
な

る
追
加
的
な
人
の
活
動
が
平
成
二
年
（
千
九
百
九
十
年
）
以
降
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
決
定
を
一
回
目
の
約
束
期
間
に
つ
い
て
適
用

す
る
こ
と
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
第
三
条
４
）

三



　
　
　
　

な
お
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
７
に
お
い
て
、
附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
締
約
国
は
、
自
国
の
割
当
量
を
増
加
さ
せ
る
活
動
と
し
て
植
生
回
復
、
森
林
経
営
、
農
地
管
理
及

び
放
牧
地
管
理
の
う
ち
一
又
は
複
数
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
選
択
し
た
活
動
に
よ
る
除
去
量
を
一
定
の
限
度
ま
で
自
国
の
割
当
量
に
加
え
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
等
に
つ
い
て
実
質
合
意
に
至
り
、
そ
の
内
容
を
規
定
す
る
こ
の
議
定
書
の
締
約
国
の
会
合
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
締
約
国
会
議
の
第

一
回
会
合
の
決
定
案
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。

　
　
�
　

附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
締
約
国
の
割
当
量
は
、
排
出
の
抑
制
及
び
削
減
に
関
す
る
数
量
化
さ
れ
た
約
束
に
係
る
一
回
目
の
期
間
（
平
成
二
十
年
（
二
千
八

年
）
か
ら
平
成
二
十
四
年
（
二
千
十
二
年
）
ま
で
）
に
お
い
て
は
、
平
成
二
年
（
千
九
百
九
十
年
）
又
は
他
の
基
準
と
な
る
年
若
し
く
は
期
間
に
お
け
る

附
属
書
Ａ
に
掲
げ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
二
酸
化
炭
素
に
換
算
し
た
人
為
的
な
排
出
量
の
合
計
に
附
属
書
Ｂ
に
記
載
す
る
百
分
率
を
乗
じ
た
も
の
に
五
を
乗

じ
て
得
た
値
に
等
し
い
も
の
と
す
る
（
第
三
条
７
）
。
附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
締
約
国
は
、
こ
の
算
定
の
た
め
、
ハ
イ
ド
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
、
パ
ー
フ

ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
及
び
六
ふ
っ
化
硫
黄
に
つ
い
て
基
準
と
な
る
年
と
し
て
平
成
七
年
（
千
九
百
九
十
五
年
）
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
三
条
８
）
。

　
　
�
　

附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
締
約
国
の
そ
の
後
の
期
間
に
係
る
約
束
に
つ
い
て
は
、
附
属
書
Ｂ
の
改
正
に
お
い
て
決
定
す
る
。
こ
の
議
定
書
の
締
約
国
の
会
合

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
締
約
国
会
議
は
、
一
回
目
の
約
束
期
間
が
満
了
す
る
少
な
く
と
も
七
年
前
に
当
該
約
束
の
検
討
を
開
始
す
る
。
（
第
三
条
９
）

　
　
�
　

一
の
締
約
国
が
他
の
締
約
国
か
ら
取
得
す
る
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
く
排
出
削
減
単
位
、
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
く
割
当
量
の
一
部
又
は
第
十
二
条

の
規
定
に
基
づ
く
認
証
さ
れ
た
排
出
削
減
量
は
、
取
得
す
る
締
約
国
の
割
当
量
に
加
え
る
（
第
三
条　

及
び　

）
。

10
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�
　

一
の
附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
締
約
国
の
約
束
期
間
に
お
け
る
排
出
量
が
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
く
割
当
量
よ
り
少
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
量
の
差
は
、
当

該
附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
締
約
国
の
要
請
に
よ
り
、
そ
の
後
の
約
束
期
間
に
お
け
る
当
該
附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
締
約
国
の
割
当
量
に
加
え
る
（
第
三
条

　

）
。

13

　

４　

約
束
の
共
同
履
行
（
第
四
条
）

　
　
　

第
三
条
の
規
定
に
基
づ
く
約
束
を
共
同
で
履
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
に
達
し
た
附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
締
約
国
は
、
附
属
書
Ａ
に
掲
げ
る
温
室
効
果
ガ

ス
の
二
酸
化
炭
素
に
換
算
し
た
人
為
的
な
排
出
量
の
合
計
に
つ
い
て
の
当
該
附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
締
約
国
の
総
計
が
、
当
該
附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
締
約
国
の

割
当
量
の
総
計
を
超
え
な
い
場
合
に
は
、
約
束
を
履
行
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
当
該
附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
締
約
国
に
そ
れ
ぞ
れ
割
り
当
て
ら
れ
る
排
出

量
の
水
準
は
、
当
該
合
意
で
定
め
る
。
（
第
四
条
１
）

四



　

５　

国
内
制
度
（
第
五
条
）

　
　
　

附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
締
約
国
は
、
一
回
目
の
約
束
期
間
の
開
始
の
遅
く
と
も
一
年
前
ま
で
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
（
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
に
よ
っ
て
規

制
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
発
生
源
に
よ
る
人
為
的
な
排
出
量
及
び
吸
収
源
に
よ
る
除
去
量
に
つ
い
て
推
計
を
行
う
た
め
の
国
内
制
度
を

設
け
る
（
第
五
条
１
）
。

　

６　

共
同
実
施
（
第
六
条
）

　
　
　

附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
締
約
国
は
、
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
く
約
束
を
履
行
す
る
た
め
、
一
定
の
条
件
の
下
に
、
経
済
の
い
ず
れ
か
の
部
門
に
お
い
て
温
室

効
果
ガ
ス
の
発
生
源
に
よ
る
人
為
的
な
排
出
を
削
減
し
又
は
吸
収
源
に
よ
る
人
為
的
な
除
去
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
か
ら
生
ず
る
排
出
削
減

単
位
を
他
の
附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
締
約
国
に
移
転
し
又
は
他
の
附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
締
約
国
か
ら
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
六
条
１
）
。

　

７　

情
報
の
送
付
及
び
検
討
（
第
七
条
及
び
第
八
条
）

　
　
　

附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
締
約
国
は
、
条
約
に
従
っ
て
提
出
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
（
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）

の
発
生
源
に
よ
る
人
為
的
な
排
出
及
び
吸
収
源
に
よ
る
除
去
に
関
す
る
自
国
の
年
次
目
録
並
び
に
自
国
の
情
報
に
、
第
三
条
の
規
定
の
遵
守
を
確
保
し
及
び

こ
の
議
定
書
に
基
づ
く
約
束
の
遵
守
を
示
す
た
め
に
必
要
な
補
足
的
な
情
報
を
含
め
る
（
第
七
条
１
及
び
２
）
。
附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
締
約
国
が
第
七
条
の

規
定
に
基
づ
い
て
提
出
す
る
情
報
は
、
事
務
局
が
調
整
す
る
専
門
家
検
討
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
る
（
第
八
条
１
及
び
２
）
。

　

８　

条
約
に
基
づ
く
既
存
の
約
束
の
履
行
を
引
き
続
き
促
進
す
る
こ
と
及
び
条
約
に
基
づ
く
資
金
供
与
（
第
十
条
及
び
第
十
一
条
）

　
　
�
　

す
べ
て
の
締
約
国
は
、
条
約
に
基
づ
く
既
存
の
約
束
の
履
行
を
引
き
続
き
促
進
す
る
た
め
一
定
の
措
置
を
と
る
（
第
十
条
）
。

　
　
�
　

条
約
附
属
書
Ⅱ
に
掲
げ
る
先
進
締
約
国
は
、
条
約
に
従
い
、
ま
た
、
条
約
の
資
金
供
与
の
制
度
の
運
営
を
委
託
さ
れ
た
組
織
を
通
じ
て
、
開
発
途
上
国

が
条
約
に
基
づ
く
既
存
の
約
束
で
あ
っ
て
第
十
条
の
規
定
の
対
象
と
な
る
も
の
の
履
行
を
促
進
す
る
た
め
負
担
す
る
費
用
を
支
援
す
る
た
め
の
資
金
を
供

与
す
る
（
第
十
一
条
２
）
。

　

９　

低
排
出
型
の
開
発
の
制
度
（
第
十
二
条
）

　
　
　

こ
の
議
定
書
に
よ
り
定
め
る
低
排
出
型
の
開
発
の
制
度
の
下
で
、
附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
締
約
国
以
外
の
締
約
国
は
、
認
証
さ
れ
た
排
出
削
減
量
を
生
ず
る

事
業
活
動
か
ら
利
益
を
得
る
。
ま
た
、
附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
締
約
国
は
、
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
く
排
出
の
抑
制
及
び
削
減
に
関
す
る
数
量
化
さ
れ
た
約
束

五



の
一
部
の
遵
守
に
資
す
る
た
め
、
当
該
事
業
活
動
か
ら
生
ず
る
認
証
さ
れ
た
排
出
削
減
量
を
一
定
の
条
件
の
下
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
第
十
二
条
１

及
び
３
）

　
　
　

組
織
規
定
（
第
十
三
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
）

10

　
　
�
　

条
約
の
最
高
機
関
で
あ
る
締
約
国
会
議
は
、
こ
の
議
定
書
の
締
約
国
の
会
合
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
（
第
十
三
条
１
）
。
条
約
の
締
約
国
で
あ
っ
て

こ
の
議
定
書
の
締
約
国
で
な
い
も
の
は
、
こ
の
議
定
書
の
締
約
国
の
会
合
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
締
約
国
会
議
の
会
合
の
審
議
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
十
三
条
２
）
。
こ
の
議
定
書
の
締
約
国
の
会
合
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
締
約
国
会
議
は
、
こ
の
議
定
書
の
実
施
状
況

を
定
期
的
に
検
討
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
権
限
の
範
囲
内
で
、
こ
の
議
定
書
の
効
果
的
な
実
施
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
決
定
を
行
う
（
第
十
三
条

４
）
。

　
　
�
　

条
約
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
事
務
局
、
科
学
上
及
び
技
術
上
の
助
言
に
関
す
る
補
助
機
関
並
び
に
実
施
に
関
す
る
補
助
機
関
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
こ
の
議

定
書
の
事
務
局
、
科
学
上
及
び
技
術
上
の
助
言
に
関
す
る
補
助
機
関
並
び
に
実
施
に
関
す
る
補
助
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
（
第
十
四
条
１
及
び
第

十
五
条
１
）
。
条
約
の
締
約
国
で
あ
っ
て
こ
の
議
定
書
の
締
約
国
で
な
い
も
の
は
、
補
助
機
関
の
会
合
の
審
議
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
る
（
第
十
五
条
２
）
。

　
　
　

排
出
量
取
引
（
第
十
七
条
）

11

　
　
　

附
属
書
Ｂ
に
掲
げ
る
締
約
国
は
、
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
く
約
束
を
履
行
す
る
た
め
、
排
出
量
取
引
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
排
出
量
取
引
は
、
第

三
条
の
規
定
に
基
づ
く
排
出
の
抑
制
及
び
削
減
に
関
す
る
数
量
化
さ
れ
た
約
束
を
履
行
す
る
た
め
の
国
内
の
行
動
に
対
し
て
補
足
的
な
も
の
と
す
る
。

　
　
　

不
遵
守
（
第
十
八
条
）

12

　
　
　

こ
の
議
定
書
の
締
約
国
の
会
合
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
締
約
国
会
議
は
、
第
一
回
会
合
に
お
い
て
、
不
遵
守
の
原
因
、
種
類
、
程
度
及
び
頻
度
を
考
慮

し
て
、
こ
の
議
定
書
の
規
定
の
不
遵
守
の
事
案
を
決
定
し
及
び
こ
れ
に
対
処
す
る
こ
と
（
不
遵
守
に
対
す
る
措
置
を
示
す
表
の
作
成
を
通
ず
る
も
の
を
含

む
。
）
の
た
め
の
適
当
か
つ
効
果
的
な
手
続
及
び
制
度
を
承
認
す
る
。
第
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
く
手
続
及
び
制
度
で
あ
っ
て
拘
束
力
の
あ
る
措
置
を
伴
う

も
の
は
、
こ
の
議
定
書
の
改
正
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
る
。

　
　
　

な
お
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
７
に
お
い
て
、
こ
の
手
続
及
び
制
度
と
し
て
、
新
た
に
遵
守
委
員
会
を
設
立
す
る
こ
と
、
遵
守
委
員
会
は
、
第
三
条
１
の
約
束
を
遵
守
す

六



る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
締
約
国
に
対
し
て
、
超
過
排
出
量
の
一
・
三
倍
を
次
期
約
束
期
間
の
割
当
量
か
ら
差
し
引
き
、
次
期
約
束
期
間
に
お
け
る
約
束
の

遵
守
を
確
保
す
る
た
め
の
行
動
計
画
を
作
成
さ
せ
及
び
排
出
量
取
引
に
よ
る
当
該
締
約
国
の
割
当
量
の
一
部
の
移
転
を
停
止
す
る
措
置
を
と
る
こ
と
等
に
つ

い
て
実
質
合
意
に
至
っ
た
。

　
　
　

最
終
条
項
（
第
十
六
条
及
び
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
八
条
ま
で
）

13

　
　
　

多
数
国
間
の
協
議
手
続
、
紛
争
の
解
決
、
改
正
、
附
属
書
の
採
択
及
び
改
正
、
投
票
権
、
寄
託
者
、
署
名
及
び
批
准
等
、
効
力
発
生
、
留
保
、
脱
退
並
び

に
正
文
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

　
　
　

附
属
書

14

　
　
　

第
三
条
に
よ
り
規
制
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
並
び
に
当
該
ガ
ス
が
発
生
す
る
部
門
及
び
発
生
源
の
区
分
（
附
属
書
Ａ
）
並
び
に
附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
締
約

国
の
排
出
の
抑
制
及
び
削
減
に
関
す
る
数
量
化
さ
れ
た
約
束
（
基
準
と
な
る
年
又
は
期
間
に
乗
ず
る
百
分
率
）
（
附
属
書
Ｂ
）
を
規
定
し
て
い
る
。

三　

議
定
書
の
実
施
の
た
め
の
国
内
措
置

　
　

こ
の
議
定
書
の
実
施
の
た
め
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
が
今
次
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
条
約
の
実

施
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
電
気
事
業
者
に
よ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
利

用
に
関
す
る
特
別
措
置
法
案
が
今
次
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。

七



（
参　

考
）

１　

採
択　

平
成
九
年
十
二
月
十
一
日　

京
都
に
お
い
て
採
択

２　

効
力
発
生　

平
成
十
四
年
二
月
十
八
日
現
在　

未
発
効
（
五
十
五
以
上
の
条
約
の
締
約
国
で
あ
っ
て
、
附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
締
約
国
の
平
成
二
年
（
千
九
百

九
十
年
）
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
の
総
排
出
量
の
う
ち
少
な
く
と
も
五
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
二
酸
化
炭
素
を
排
出
す
る
附
属
書
Ⅰ
に
掲
げ
る
締
約
国

を
含
む
も
の
が
、
批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
又
は
加
入
書
を
寄
託
し
た
日
の
後
九
十
日
目
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
。
）

３　

署
名
国　

八
十
四
箇
国

　
　

ア
ン
テ
ィ
グ
ァ
・
バ
ー
ブ
ー
ダ
、
ア
ル
ゼ
ン
テ
ィ
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ボ
リ
ヴ
ィ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
カ

ナ
ダ
、
チ
リ
、
中
華
人
民
共
和
国
、
ク
ッ
ク
諸
島
（
＊
）
、
コ
ス
タ
・
リ
カ
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
キ
ュ
ー
バ
、
チ
ェ
ッ
コ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
エ

ジ
プ
ト
、
エ
ル
・
サ
ル
ヴ
ァ
ド
ル
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ギ
リ
シ
ャ
、
グ
ァ
テ
マ
ラ
、
ホ
ン
デ
ュ
ラ
ス
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
国
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
大
韓
民
国
、
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
リ
ト

ア
ニ
ア
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
マ
レ
イ
シ
ア
、
モ
ル
デ
ィ
ヴ
、
マ
リ
、
マ
ル
タ
、
マ
ー
シ
ャ
ル
、
メ
キ
シ
コ
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
モ
ナ
コ
、
オ
ラ
ン
ダ
、

ニ
ュ
ー
・
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ニ
カ
ラ
グ
ァ
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
、
ニ
ウ
エ
（
＊
）
、
ノ
ー
ル
ウ
ェ
ー
、
パ
ナ
マ
、
パ
プ
ア
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
パ
ラ
グ
ァ
イ
、
ペ

ル
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ロ
シ
ア
、
セ
ン
ト
・
ル
シ
ア
、
セ
ン
ト
・
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
、
サ
モ
ア
、
セ
イ
シ
ェ

ル
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
、
ソ
ロ
モ
ン
、
ス
ペ
イ
ン
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
イ
ス
、
タ
イ
、
ト
リ
ニ
ダ
ッ
ド
・
ト
バ
ゴ
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ

ン
、
ト
ゥ
ヴ
ァ
ル
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
連
合
王
国
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
ウ
ル
グ
ァ
イ
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
、
ザ
ン
ビ
ア
、
欧
州
共
同
体

　
　

（
＊　

我
が
国
は
、
国
家
と
し
て
承
認
し
て
い
な
い
。
）

４　

締
約
国　

平
成
十
四
年
二
月
十
八
日
現
在　

四
十
七
箇
国

　
　

ア
ン
テ
ィ
グ
ァ
・
バ
ー
ブ
ー
ダ
、
ア
ル
ゼ
ン
テ
ィ
ン
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
バ
ハ
マ
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
バ
ル
バ
ド
ス
、
ボ
リ
ヴ
ィ
ア
、
ブ
ル
ン

デ
ィ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
ク
ッ
ク
諸
島
（
＊
）
、
サ
イ
プ
ラ
ス
、
チ
ェ
ッ
コ
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
エ
ル
・
サ
ル
ヴ
ァ
ド
ル
、
赤
道
ギ
ニ
ア
、

フ
ィ
ジ
ー
、
ガ
ン
ビ
ア
、
グ
ル
ジ
ア
、
グ
ァ
テ
マ
ラ
、
ギ
ニ
ア
、
ホ
ン
デ
ュ
ラ
ス
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
キ
リ
バ
ス
、
レ
ソ
ト
、
マ
ラ
ウ
イ
、
モ
ル
デ
ィ
ヴ
、
マ

ル
タ
、
モ
ー
リ
シ
ァ
ス
、
メ
キ
シ
コ
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ナ
ウ
ル
、
ニ
カ
ラ
グ
ァ
、
ニ
ウ
エ
（
＊
）
、
パ
ラ
オ
、
パ
ナ
マ
、
パ
ラ
グ
ァ
イ
、

八



ル
ー
マ
ニ
ア
、
サ
モ
ア
、
セ
ネ
ガ
ル
、
ト
リ
ニ
ダ
ッ
ド
・
ト
バ
ゴ
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
、
ト
ゥ
ヴ
ァ
ル
、
ウ
ル
グ
ァ
イ
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
ヴ
ァ
ヌ
ア

ツ

　
　

（
＊　

我
が
国
は
、
国
家
と
し
て
承
認
し
て
い
な
い
。
）

九


